
 もう一絞り！生ごみ減量 

燃やせるごみの約３割が生ごみです。その生ごみは約７～８割が水分と言われています。 
生ごみの水分を減らすことで様々な効果があります。 
例えば・・・ごみの減量、においの軽減、小バエ対策、雑菌の繁殖抑制など 
 

燃やせるごみとして捨てる前に、生ごみをもう一絞りして水分を減らしましょう！ 

水切りアイディア 

洗わなくていいものは始めから
別の容器（トレーなど）に入れ、
水に濡らさないようにする。 

シンクの三角コーナーは 
斜めや縦に置くと水が切れやすい。 

生ごみを水切りネットに入れた後、 
いらなくなったビンの底で押し付ける。 

生ごみを水切りネットに入れた後、
いらなくなったCDの穴にネットの口
を通し、CDを使って生ごみを押し、
水分を絞り出す。 
 
※CD以外でも、穴のあいたもので
代用できます。 

新聞紙の上に生ごみを
広げて置き、乾かす。 

小さなざるに入れて水を切り、 
こまめに水切りネットに移す。 

ゴム手袋で直接絞る。 

こういった方法以外にも、生ごみの水を切る方法はあります。皆様のご家庭でも、工夫
し、一番取組みやすい方法を探してみてください。 

お問合せ：廃棄物対策課 リサイクル係 095-829-1159 


